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新 し い 年 を 迎 え 、 気 持 ち も 新 た に ス タ ッ フ 一 同 頑 張 っ て ま い り ま す 。 本 年 も

引 き 続 き メ ー ル マ ガ ジ ン の ご 愛 読 を は じ め 、 当 財 団 へ の ご 支 援 を 賜 り ま す よ

うよろしくお 願い申 し上げます。  

現在会員登録数 3,960 人さま。次号は 2 月 21 日発行の予定 で す／  
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● IICLO オンライン講 座Ⅰ「授業に 役立つ ！子どもの文 学５つ のレッスン」  

◆第１回  宮 沢賢治 を読み直す① 「注文 の多い料理店 」（講 師 ：宮川健郎）  

 申し込み  →  https://iicloonline1-1e.peatix.com 

◆第２回  宮 沢賢治 を読み直す② 「雪渡 り」（講師 ：遠藤純 ）  

 申し込み  →  https://iicloonline1-2.peatix.com 

◆第３回  あ まんき みこを読み直 す①「白 いぼうし」と「名前を 見てちょうだ

い」（講師 ：宮川健 郎 ）  

 申し込み  →  https://iicloonline1-3e.peatix.com 

◆第４回  あ まんき みこを読み直 す②「 ちいちゃんの かげお くり」（ 講師：土

居安子）  

 申し込み  →  https://iicloonline1-4e.peatix.com 

◆第５回（特 別編）  「あまんき みこさ んに聞く読む ことの 喜び」  

 申し込み  →  https://iicloonline1-5.peatix.com 

※３月 31 日まで配信 、視聴料は 各回 1,300 円、各回ごとにお 申 し込みくださ

い。気になる 回だけ の視聴も可能 。期間 中何度でもご 覧いた だけます。  

詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#iicloonline1 

 

●  講演と対談「日 本 児童文学が宮 沢賢治 から受け取っ たもの 」  

宮沢賢治学会 イーハ トーブセンタ ー、日本 児童文学学会 関西例 会との共催で 、

３月 21 日（火・祝 ） に大阪府立中 央図書 館ライティホ ールで 開催します。  

※  申し込みは２月 １ 日から受け付 けます 。  詳細は↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#050321 

 

●  寄付金を募集し て います  

https://iicloonline1-1e.peatix.com/
https://iicloonline1-2.peatix.com/
https://iicloonline1-3e.peatix.com/
https://iicloonline1-4e.peatix.com/
https://iicloonline1-5.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#iicloonline1
http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#050321


当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable →  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Yukiko's Talk 

***************************************************************** 

『グッゲンハ イムの 謎』  ロビン ・ステ ィーヴンス /著  シヴ ォーン・ダウ

ド /原案  越前敏弥 /訳  船津真琴 /装画  東京創元社  2022年 12月  対象年

齢：小学校高 学年か ら  

 

＊今回のゲス トは武 庫川女子大学 准教授 の福本由紀子 さん（ Yukiko）です。  

 

あらすじ：記 憶力が ずばぬけてい て、人 づき合いがあ まりう まくないテッ ド

は、母と姉の カット とともに、母 の妹で あるグロリア おばさ んと、その息

子のサリムが いるニ ューヨークに やって くる。そして 、おば さんが主任学

芸員をつとめ るグッ ゲンハイム美 術館で カンディンス キーの 絵が盗まれ、

おばさんが逮 捕され るという事態 になる 。おばさんが 犯人で はないと信じ

るテッド、カ ット、 サリムは、犯 人と絵 のゆくえを捜 す。  

 

Yukiko：シヴォーン・ダウドが『 ロンドン・アイの謎』（越前 敏弥 /訳  東京創

元社  2022 年 7 月）を書いた後亡 くなっ たため、ロビ ン・ス ティーヴンス

が 続 編 で あ る 本 書 を 執 筆 し ま し た が 、 同 じ 作 者 が 書 い た よ う に 感 じ な が ら

読みました。  

Yasuko：本当に。謎解 きも、登場人物の 個性 も、ユーモアのセ ンス もしっかり

引 き 継 が れ て い る と 思 い ま し た 。 今 回 、 こ の 対 談 の た め に 読 み 返 し ま し た

が 、 犯 人 を 知 っ て 読 む と い ろ い ろ な と こ ろ に 犯 人 の ヒ ン ト が 隠 さ れ て い る

ことがわかり 、おも しろかったで す。  

Yukiko： テ ッ ド た ち は 犯 人 の 可 能 性 の あ る 盗 難 事 件 が 起 こ っ た と き に 美 術 館

で 働 い て い た 人 を リ ス ト ア ッ プ し て い き ま す 。 そ の た め に 、 テ ッ ド た ち の

思 考 の 過 程 が よ く わ か り 、 読 者 も 推 理 に 参 加 し や す く な っ て い る と 思 い ま

した。  

そして、この作品の 魅 力は、テッドたちが 犯 人捜しをする 過程で、グロリ

ア お ば さ ん の 職 場 の 人 間 関 係 を 知 り 、 そ れ ぞ れ の 人 の 生 き ざ ま に 触 れ る と

い う 点 で す 。 テ ッ ド た ち は 、 人 は 見 か け だ け で は わ か ら な い と い う こ と を

悟ります。  

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/
https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


Yasuko：加えて、何 よ りテッドが個 性的。前 作同様、テ ッドの記憶 力と、論理

的 思 考 が 事 件 を 解 決 に 導 き ま す 。 テ ッ ド が 比 喩 や 人 の つ く 嘘 に と ま ど っ た

り 、 カ ッ ト と サ リ ム が 見 逃 し て し ま う こ と を し っ か り 覚 え て い た り す る と

こ ろ は 、 ユ ー モ ラ ス で あ る と 同 時 に 、 多 様 な も の の 見 方 が い か に 大 切 か と

い う こ と が 伝 わ り ま す 。 ま た 、 当 た り 前 の よ う に 感 じ て い る コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン が 実 は い か に 複 雑 な 要 素 を 持 っ て い る か も 認 識 で き る と 思 い ま し た 。 

Yukiko：作品の最後の 一文は「ぼ くはテッド・スパーク 。ぼくは 、ぼくでいら

れてうれしい 。」とあ り、テッド が肯定的に 自分をとらえ ている ことが私も

うれしく感じ ました 。  

  作者の「謝辞 」に『クロ―デ ィアの秘密 』（Ｅ・Ｌ・カニグズ バ ーグ /著  松

永ふみ子 /訳  岩波 書 店）が愛読 書として挙 げられていた ように、美術館が

舞 台 と い う 点 も 魅 力 的 で し た 。 グ ッ ゲ ン ハ イ ム 美 術 館 は 、 一 度 に さ ま ざ ま

な 角 度 か ら 芸 術 作 品 が 見 ら れ る 構 造 を 持 っ て お り 、 こ の 作 品 の テ ー マ に ぴ

ったりです。  

Yasuko：この作品をき っかけに、美 術館や美 術作品、美術 館で働く いろいろな

人 た ち の こ と を 知 る こ と が で き る の も 魅 力 で す ね 。 い つ か グ ッ ゲ ン ハ イ ム

美術館に行っ てみた くなりました 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 89 回「化物丁場」  

 〈すきとお った手 〉の不気味さ  

 

西の仙人鉱山 に用事 があった〈 私〉は 、黒 沢尻で本線（東北本線 ）から軽便 鉄

道に乗りかえ ます。  

 

空いていたと はいえ、二十人ぐらい が乗り 合わせていた 車中で は、〈 昨日まで

の 雨 と 洪 水 の 噂 〉 で 持 ち き り で し た 。 こ こ 五 ～ 六 日 雨 が 降 り 続 い た た め に 、

〈狐禅寺では 、北上 川が一丈六尺 〉（約 4.8 メートル）増水し て洪水となり 、

また〈宮城の 品井沼の 岸では、稲が もう四日 も泥水を被〉るなどの 被害が出て

いたのです。  

 

そんななか 、ある鉄道 工夫が〈雫 石、橋場 間 、まるで滅 茶苦茶だ 。レールが四

間 も 突 き 出 さ れ て い る 。 枕 木 も 何 も で こ ぼ こ だ 〉 と 太 く 強 い 声 で 言 い ま す 。

〈私〉は工夫の 話に興 味を覚え、〈「あ あ、あ の化物丁場で すか、壊 れたのは。」〉

と 応 じ ま す 。 化 物 丁 場 と は 、 工 夫 が 働 い て い た 雫 石 － 橋 場 の 線 路 敷 設 工 区 の

こ と で 、 こ こ は 何 度 工 事 を し て も 繰 り 返 し 崩 落 す る こ と か ら そ の よ う に 呼 ば

れていたので した。  

 

工夫は、自ら 経験し た三度にわた る崩壊 とその修復工 事につ いて語り、〈私〉

は〈つめた い十一月 の空気の底で 〉〈 まっ 白な広い河原 を小さ なトロがせわ し

く 往 っ た り 来 た り し 、 み ん な が 鶴 嘴 を 振 り 上 げ た り 、 シ ャ ベ ル を う ご か し た

りする景色〉を、ま た 技師や工夫が〈赤 い毛 布でこさえた シャツ を着たり、水

で 凍 え な い た め に 、 茶 色 の 粗 羅 紗 で 厚 く 足 を 包 ん だ り し て い る 様 子 を 眼 の 前

に思い浮べま〉す。藤根で工夫は 下車し 、〈私〉は処書のある名 刺を出して別

れるところで 物語は 閉じられます 。  

 

幾 た び 工 事 し て も 崩 落 す る 原 因 と し て 、 鉄 道 院 の 技 師 は 〈 よ く あ ち こ ち に あ



る、山の岩の 層が釣合 がとれないた めに起 る〉と言いま すが、こ れについて現

場をよく知り 、実作業 を担う工夫は〈誰もあ んまりほんと にはし ませんや〉と

否定的です 。〈神 官で も呼んで、よくお祭 をしてから 〉工事を すべきと工夫 は

いい、〈 私〉も〈盛ら れた砂利をみ んなが 来てもまだい たずら に押している す

きとおった手 のよう なものを考え て、何 だか気味が悪 く〉な ります。  

 

題名にもある〈化 物〉とは、地層や地質、土 壌などの知識 だけで は解決できな

い 人 知 を 超 え た 自 然 の 荒 ぶ る 姿 の よ う で す 。〈 私 〉 が 語 る 力 点 は そ こ に あ り 、

厳しい自然と 対峙し、翻弄されつつ も懸命 に働く労働者 たちへ のまなざしや 、

科 学 の 力 で は 決 し て 統 制 で き な い 自 然 の 怖 ろ し さ 、 不 気 味 さ と い え ま す 。 見

えない〈す きとおった 手〉に焦点 をあてる〈 私〉の語り は、賢治 自 身の関心の

ありようを表 現して いるともいえ ます。（ ペ吉）  

 

（本文の引用 は、角 川文庫『風の 又三郎 』によりまし た。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ４３  

***************************************************************** 

 

お月さん  も もいろ  

どこさ  こけ た  

海さ  こけた  

さんごに  な って  

ねんねんよ  

ねんねんよ  

 

（『お月さ んももい ろ 』  松谷みよ 子 /文  井口文秀 /絵  ポプ ラ 社  1973 年  

3 月  p.16）  

 

３日前の１月 17 日は 、28 年前に阪神淡路 大震災が起こ った日 です。兵 庫県西

宮市に住んで いた私 は、震災後、IICLO の有志といっし ょに、避 難所になって

いた西宮市立 中央体 育館でおはな し会を させてもらっ ていま した。  

 

おはなし会に 行き始 めた頃は、『キャ ベツ くん』（長新太 /作  文研出版  1980

年 9 月）をはじめ、 ユーモラスな もの、 心が和むと思 われる 絵本を選ぶよ う

に し て い ま し た が 、 回 を 重 ね て い く と 、 違 う 種 類 の 本 も 読 ん で み た く な り ま

した。そこで、ある 日、『お月さん ももい ろ』を読みました。私自身は子ど も

の 頃 に 出 会 っ て い て 、 ど こ と な く 、 自 分 の 悲 し い 気 分 を 満 た し て く れ る よ う

な記憶があっ たから でした。  

 

じ い や ん と 二 人 暮 ら し の 少 女 お り の が 海 に 打 ち 寄 せ ら れ た も も い ろ さ ん ご を

見つけました 。おりの は、じいやん が病気に なったとき、薬をくれ た猟師与吉

に お 礼 と し て さ ん ご を 渡 し ま す 。 お り の と 与 吉 は 惹 か れ 合 い ま す が 、 与 吉 は

山 の 者 と 海 の 者 は 結 ば れ な い こ と を 悟 り 、 姿 を 消 し ま す 。 お り の は 与 吉 を 思

って引用の歌 を歌い ます。ところが、殿 様 は、この歌のため に、この地にさん

ご が と れ る こ と が 世 の 中 に 知 れ る こ と を 恐 れ ま す 。 取 り 調 べ の 途 中 で じ い や

ん は 死 に 、 さ ん ご を 差 し 出 す よ う に 言 わ れ た お り の は 海 へ さ ん ご を 探 し に 行

っ て 命 を 落 と し ま す 。 そ し て 、 さ ん ご を 持 っ て い る と こ ろ を 見 つ か っ た 与 吉

も殺されてし まいま す。「 お月さんも もい ろ」から始 まる歌は違 う歌になって



伝えられます 。  

 

著者松谷のあ とがき（「この絵本 によせて 」）によると、土佐に は「 お月さんも

も い ろ 」 か ら 始 ま る わ ら べ 唄 が 存 在 し 、 そ れ が こ の 絵 本 の 元 に な っ て い る と

のこと。作品 からは、死に対する哀 しみ、権 力や差別に対 する静 かな憤りが伝

わってきます 。長い話 でありながら 、子ども たち（幼児～ 小学校高 学年まで）

の集中が途切 れるこ となく、読み 終わった あと、沈黙の 時間が流 れました。子

どもたちから 多くの ことを教わっ た経験 でした。（ Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

MARUZEN＆ ジ ュ ン ク 堂 書 店 で ２ 月 ３ 日 ま で 開 催 さ れ て い る 「『 ナ マ コ の ば あ ち

ゃん』絵本原画展」に 行ってきまし た。会場 に着くと、ナマコ で描 かれた文字

の「ナマコの ばあちゃ ん」のタイト ルが目に とびこんでき ます。た くさんのち

ょ う ち ん が 天 井 か ら ぶ ら 下 げ ら れ 、 絵 本 に 出 て く る 海 の 生 き 物 な ど の キ ャ ラ

クターがあち こちに 貼られ、一人一回引 く ことができる「なま こ のおみくじ」

などがあり、 お祭り のようで楽し い雰囲 気です。  

 

会場には、こしだミ カさんの絵本『ナマ コのばあちゃ ん』（偕 成社  2022 年 9

月 ） の 原 画 が 絵 本 の 文 章 を 添 え て 展 示 さ れ て い て 、 お 話 を 楽 し み な が ら 見 て

いきました。ナマコ の ばあちゃんが 、「うみ のそこがブル ンッと みぶるいして 、

う み の み ず が も ん ど り う っ て で ん ぐ り が え っ た 」 こ と で 、 陸 か ら 海 に 流 さ れ

て き た い ろ い ろ な も の を 食 べ て は 出 し て を 繰 り 返 し 、 海 が き れ い に な っ て い

く お 話 で 、 巨 大 に な っ た ナ マ コ の ば あ ち ゃ ん は 人 間 に ば ら ば ら に 解 体 さ れ て

捨てられます 。  

 

と び ら の 次 の ペ ー ジ に は 、 青 い 海 に 赤 色 の ナ マ コ の ば あ ち ゃ ん が ど っ し り と

描 か れ て い て 色 鮮 や か で す 。 そ の 次 の ペ ー ジ に 描 か れ た 魚 や タ コ な ど も カ ラ

フ ル で 、 い ろ い ろ な 生 き 物 の い る 海 の 楽 し さ が 伝 わ り ま す 。 ナ マ コ の 足 や 魚

のうろこ、海藻な どが ひっかいたよ うな細 い線で描かれ ていて 立体感がでて 、

泳 い で い る 動 き を 感 じ ま し た 。 特 に 印 象 に 残 っ た の は 、 海 が め ち ゃ く ち ゃ に

な っ た 場 面 の 暗 い 絵 で し た 。 激 し い 波 の 様 子 が 迫 力 い っ ぱ い に 描 か れ 、 水 の

音 が 聞 こ え て く る よ う に 感 じ ま し た 。 そ の あ と 、 ナ マ コ の ば あ ち ゃ ん が 汚 れ

た 水 を 勢 い よ く 吸 い 込 ん で 、 き れ い な 水 を ぱ ー っ と 吹 き 出 し て い る 絵 は 、 ナ

マコのばあち ゃんの 必死さが伝わ ってき ました。  

 

机の上には 、『ナマコ のばあちゃん』と い っしょに、『 ナマコ天 国』（本川達 雄

/作  こしだミカ /絵  偕成社  2019 年 6 月）も並べら れてい ます。この絵 本

に は ナ マ コ の 生 態 が 詳 し く 書 か れ て い て 、 ま っ ぷ た つ に さ れ て も ２ 匹 に な る

と わ か り ま し た 。 ナ マ コ の ば あ ち ゃ ん は 人 間 に 解 体 さ れ て も 生 き て い る の か

なと、生きていた らい いなと思いま した。そ して、私が引いた おみ くじは「食

べて出して食 べて出 してみんな生 きてい るんだなぁ 。」と 書か れていて、ナマ

コといっしょ である ことがとても うれし くなりました 。（Ｋ ）  

 

MARUZEN&ジュンク堂 書店梅田店  

https://honto.jp/store/detail_1570065_14HB320.html 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

https://honto.jp/store/detail_1570065_14HB320.html


【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  JBBY 子どもの本の 翻訳フォーラ ム「昔 話を訳す楽し み」  

日  時：１月 29 日 (日 ) 14： 00～ 16： 30 オンライン（ Zoom）  

パネリスト： 愛甲恵 子（ペルシャ 語翻訳 家）、かみ やにじ（ 韓 国語翻訳家 ）、  

木村有子（チ ェコ語翻 訳家）、さくまゆ みこ（英語翻訳家 ）、柴な ほ（ハンガ  

リー文学研究 者）、 長 野徹（イタリ ア語翻 訳家）  

コーディネー ター： 堀内まゆみ（ 元岩波 書店編集者）  

参加費：有料   申 し込み：必要  

主  催：日本国際児 童 図書評議会（ JBBY）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「こ の本読んだ？」で 紹介 しました『グッゲ ンハ イムの謎』

をプレゼント します 。ご希望の方は 、メー ル で件名「 メルマガ  NO.149 プレゼ

ント希望」と し、 (1)お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアド

レス、よろし ければ  (5)このメルマガの ご 感想をお書き のうえ   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は 2 月 10 日（金 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

今年の干支は うさぎ 。小学校で飼 育して いた頃のこと を懐か しく思い出し ま

す。小さくて かよわ いと思ってい たら、 脚力は半端な く強い 。 IICLOもうさ

ぎのように飛 躍の年 にしたいと思 います 。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html

